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火
た
ば
こ

落
す
な

山
の
道

1

；

＿．．！

（
木
幡
小
五
年
沢
江
真
紀
さ
ん
の
作
品
）
一

翔
べ
心
／

本
は
そ
の
翼
で
あ
る

。
灯
火
親
し
む
候
″
と
な
り
、
一
年
中
で
読
書
を
す
る
の
に
最
も
適
し
た
季
節
。
「
翔
べ

心
／
本
は
そ
の
ｇ
；
で
あ
Ｓ
」
を
テ
ー
マ
に
、
十
月
二
十
七
日
か
ら
読
書
週
間
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
読
1
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

読書週間

児童書もいっぱいの子どもコーナー（市民図書室）

と
こ
ろ
で
、
知
識
欲
の
最
も
お
う

盛
な
幼
児
期
か
ら
青
少
年
期
に
お
い

て
良
書
に
接
す
る
機
会
を
与
え
、
読

書
が
日
常
生
活
の
習
憐
と
な
っ
て
い

く
よ
う
に
指
導
す
る
の
は
大
切
な
こ

と
で
す
。
そ
の
時
、
大
人
が
子
ど
も

に
本
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

本
ぷ
通
し
て
対
話
を
持
つ
こ
と
が
、

子
ど
も
を
本
好
き
に
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
で
は
、
公
民
飽
（
市
民
会
館
）

二
階
に
市
民
図
書
室
を
設
け
、
月
曜

日
を
除
く
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で
開
室
し
て
い
ま
す
。
現
在

の
蔵
書
数
は
、
文
学
書
や
社
会
科
学

書
な
ど
薫
｝
心
に
お
よ
そ
三
万
二
千

冊
あ
り
、
そ
の
う
ら
お
よ
そ
一
万
一

千
冊
が
児
童
向
け
の
図
書
。
図
書
室

で
は
、
も
っ
と
多
く
の
市
民
の
み
な

さ
ん
に
本
を
読
ん
で
い
た
だ
こ
う
と

議
会
だ
よ
り

．
昭
和
五
十
三
年
九
月
宇
治
市
議
会

定
例
会
は
、
九
月
二
十
日
か
ら
十
月

七
日
ま
で
十
八
日
間
の
会
期
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

招
集
日
の
二
十
日
に
は
、
か
ね
て

か
ら
建
設
の
要
望
が
強
か
っ
た
休
日

急
患
セ
ン
タ
ー
（
保
健
セ
ン
タ
ー
と

医
療
会
館
を
含
む
）
の
建
設
や
市
民

生
活
に
直
結
す
る
退
路
の
復
旧
・
新

設
・
改
良
の
た
め
の
経
費
な
ど
、
一

億
六
、
四
二
六
万
八
千
円
の
一
般
会

計
補
正
予
算
案
を
は
じ
め
と
し
た
十

三
議
案
の
提
案
脱
明
が
行
わ
れ
、
四

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
請

願
と
意
見
轡
が
、
一
件
ず
つ
採
択
お

よ
ぴ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
五
日
か
ら
十
月
五
日
の
間
に

九
月
定
例
会

ど
ど
も
コ
ー
ナ
ー
’
や
。
点
字
コ

ー
ナ
ー
″
を
設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
民
館
（
市
民
会
館
）
の

市
民
図
書
室
へ
行
ぐ
の
は
違
い
と
い

う
人
の
た
め
に
、
自
動
車
文
庫
「
そ

よ
か
ぜ
号
」
が
市
内
二
十
八
ヵ
所
を

定
期
的
に
巡
回
し
、
貸
し
出
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。
。

ぜ
ひ
、
こ
の
読
書
週
間
を
機
会
に

家
族
み
ん
な
で
、
市
民
図
書
室
や
そ

よ
か
ぜ
号
を
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。成

さ
れ
る
決
算
特
別
委
員
会
が
殷
置

さ
れ
、
第
一
回
の
委
員
会
を
開
会
。

委
員
長
に
梅
原
文
雄
、
副
委
員
長
に

谷
竹
一
郎
の
両
委
員
を
選
出
し
ま
し

た
。

◇

Λ
可
決
・
承
認
お
よ
び

同
意
さ
れ
た
議
案
Ｖ

Ｏ
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

Ｏ
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
一
号
）

Ｏ
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

の
一
部
改
正

Ｏ
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報

償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
Ｉ

部
改
正

Ｏ
職
愚
環
年
金
、
退
職
一
時
金
、

死
亡
一
時
金
お
よ
ぴ
遺
族
年
金
条

例
の
一
部
改
正

Ｏ
昭
和
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
以

前
お
よ
ぴ
昭
和
三
十
五
年
四
月
一

日
以
後
に
給
与
事
由
の
生
じ
た
退

職
年
令
一
等
の
年
額
の
改
定
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

Ｏ
国
際
ソ
ロ
プ
ｉ
Ｋ
”
’
Ｋ
－
Ｍ
ｔ
ｆ
治
交
通

市
民
図
書
室
で
は
、
こ
と
し
も
読

書
週
間
の
取
り
組
み
と
し
て
、
多
彩

な
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
ず
。

読
書
交
流
会

▽
と
き
＝
・
1
0
月
3
1
日
（
火
）

午
後
1
時
半
ｙ
3
時
半

▽
と
こ
ろ
・
八
罠
館
（
市
民
会
館
）

第
一
会
議
室

▽
テ
ー
了
・
現
代
の
子
ど
も
と
読
書

に
つ
い
て

▽
講
師
・
：
京
都
家
庭
文
庫
西
陣

土
曜
本
を
読
む
会
の
山
本
優
子

さ
ん

人
形
劇
の
つ
ど
い

▽
と
き
・
：
1
1
月
8
日
（
水
）

午
後
2
時
半
～
4
時

▽
と
こ
ろ
・
・
・
公
民
館
（
市
民
会
館
）

三
階
大
会
議
室

▽
出
演
と
出
し
物

・
ふ
き
の
と
う
人
形
劇
団

「
長
ぐ
つ
を
は
い
た
ね
こ
」

コ
休
さ
ん
（
水
あ
め
の
巻
・
と

ら
の
び
ょ
う
ぷ
の
巻
）
」

・
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
と
ら
ご
ろ
う

「
宇
宙
戦
艦
ぺ
．
へ
ペ
ペ
ラ
ン
」

「
三
つ
の
ね
が
い
」

秋
の
見
学
会

▽
と
き
・
・
・
1
1
月
2
0
日
（
月
）

▽
見
学
先
・
・
・
奈
良
友
回
で
、
奥
山
め

ぐ
吟
と
近
ぐ
の
お
寺
。

参
加
希
里
の
人
は
、
参
加
費
三
千

五
百
円
を
添
え
て
、
十
一
月
十
日
ま

で
に
公
民
館
（
市
民
会
館
）
内
の
市

民
図
書
室
（
電
話
0
四
〇
四
九
番
）

ま
た
は
、
次
の
方
へ
。

☆
前
川
桂
Ｈ
＝
菟
遭
丸
山
1
‐
6
9
、

0
三
四
五
八
番
、
☆
岡
部
静
1
1
木
幡

御
蔵
山
3
9
’
ｃ
五
八
六
三
番
、
☆
高

橋
弘
子
―
神
明
宮
東
8
6
よ

五
二
〇
番

な
お
、
当
日
の
集
合
す
る
時
間
や

場
所
な
ど
ぐ
ゎ
し
く
は
参
加
者
に
直

接
連
絡
し
ま
す
。
・

●明るい住まいづくりをめざして

新築・増改築・補修の事なら当店へ

ガス高速レンジと、電子レンジの機能を兼備えた々コンビネーションレンジ″
いよいよ新発売です／

大阪ガス代理店
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市
民
図
書
室
の

ご
利
用
は

一
●
一
1
●
1

内
で
、
期
間
は
1
ヵ
月
間
で
す
。
貸

し
出
し
は
、
月
末
の
午
後
一
時
か
ら

三
時
ま
で
の
間
に
行
い
ま
す
。

ご
希
望
の
団
体
は
、
毎
月
二
十
日

ま
で
に
公
民
館
（
市
民
会
館
）
内
の

号
」
で
の
貸
し
出
し
敗
は
一
雄
｀
七

冊
ま
で
で
、
返
却
は
つ
ぎ
の
巡
回
日

で
す
。
巡
回
日
程
は
毎
月
一
日
号
の

市
政
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。タ

バ
コ
は
宇
治
市
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

遺
児
奨
学
基
金
条
例
の
制
定

Ｏ
公
会
堂
等
の
施
設
の
設
置
お
よ
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
西
木
幡
集
会
所
お
よ
ぴ
フ
坪

集
会
所
の
設
置
に
伴
う
も
の
）

Ｏ
総
合
計
Ⅲ
塁
会
設
置
条
例
の
一

部
改
正
（
市
の
機
構
改
革
に
伴
う

も
の
）

Ｏ
水
稲
無
事
誂
し
金
の
交
付

Ｏ
財
産
取
得
（
山
城
学
校
建
設
公
社

よ
り
校
舎
加
殷
二
校
分
取
得
）

Ｏ
市
道
路
線
の
認
定
（
福
角
十
一
号

線
ほ
か
十
一
路
線
）

Ｏ
市
道
路
線
の
廃
止
（
池
辺
）

Ｏ
且
笏
労
者
推
せ
ん
承
認
（
多
田

滋
夫
氏
）

Ｏ
崩
資
産
評
価
番
査
委
員
会
委
員

の
選
任
同
意
（
小
林
周
一
氏
）

Λ
採
択
さ
れ
た
請
願
Ｖ

Ｏ
用
遊
田
橋
お
よ
ぴ
第
二
迫
田
栂
付

近
の
車
両
事
故
防
止
の
た
め
の
措

置
を
嬰
讃
す
る
請
願

○
ク
リ
ー
ン
都
市
宜
言
に
関
す
る
請

願

Ｏ
浸
水
防
止
対
策
を
求
め
る
請
願

Ｏ
『
原
動
機
付
自
転
車
運
転
免
許
証

の
取
得
』
「
自
助
車
運
転
免
許
証

更
新
時
鵠
習
」
が
宇
治
地
域
で
で

き
る
よ
ｙ
つ
に
す
る
た
め
、
京
都
府

議
会
に
対
し
、
宇
治
市
議
会
と
し

て
意
見
書
を
あ
げ
て
い
た
だ
く
た

め
の
請
願

Ｏ
農
地
の
固
定
資
産
税
に
関
す
る
請

願
○
カ
ラ
オ
ケ
騒
音
の
防
止
に
関
す
る

請
願

○
市
道
井
ノ
尻
蔭
田
線
の
道
路
拡
幅

に
関
す
る
請
願

Ｏ
宇
治
市
上
水
温
の
受
水
に
つ
い
て

の
爾
願

○
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ヅ
プ
を
も
っ
た
人

々
の
た
め
の
道
路
、
建
築
惣
環

境
整
備
妥
綱
制
定
に
つ
い
て
の
請

願

Λ
不
採
択
さ
れ
た
請
願
Ｖ

（
）
昭
和
五
十
二
年
度
宇
治
高
等
学
校

助
成
に
関
す
る
請
願

Λ
可
決
さ
れ
た
意
見
書
Ｖ

Ｏ
農
地
の
固
定
資
産
税
に
関
す
る
意

見
書

〇
「
原
動
機
付
自
転
車
運
転
免
許
試

験
」
、
「
自
動
車
運
転
免
許
証
更

新
時
講
習
」
忿
落
地
域
で
実
施

す
る
に
関
す
る
意
見
書

Ｏ
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ｙ
プ
を
も
っ
た
人

々
の
た
め
の
道
路
、
建
築
物
等
社

会
環
境
整
備
に
関
す
る
意
見
書
（

二
件
）

〇
一
般
消
費
税
創
設
に
反
対
す
る
意

見
書

〇
二
酸
化
窒
素
新
環
境
基
準
の
撤
回

を
求
め
る
意
見
書
゛

八
月
臨
時
会

昭
和
五
十
三
年
八
月
宇
治
市
議
会

臨
時
会
が
、
八
月
四
日
（
会
期
一
日

間
）
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
小
倉
小
学
校

に
つ
い
て
で
、
慎
重
な
質
疑
の
結
果

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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1
0
月
2
4
日
か
ら

年
金
相
談
を
開
設

「
老
後
に
何
歳
か
ら
ど
ん
な
手
続

き
で
、
ど
ん
な
年
金
を
受
け
ら
れ
る

か
」
－
。
こ
の
よ
う
な
年
金
に
つ

い
て
の
ご
質
問
に
お
答
え
す
る
年
金

相
談
を
開
き
ま
す
。

国
民
年
金
で
は
今
年
七
月
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
「
特
例
納
付
」
や
、
保

険
料
の
免
除
制
度
な
ど
、
将
来
の
無

年
令
一
者
を
な
く
す
た
め
の
さ
ま
＼
m

な
措
置
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

自
分
の
年
金
で
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ

が
あ
れ
ば
相
談
し
て
、
老
後
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

＜年金相談の日程＞

－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・

雍
縦
組公

公
Ｅ
公
公
公

会
幡
明
和
倉
東
椋

‐

聯
聯

3
0

0
1
1
E

‥
言
言９

３
９
３
９
３
一

」
に
ト
に
ト
ロ
ー

証
呂
旦

1
1
1
1
－
１
１
－
１
・

次
の
よ
う
な
万
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

・
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
人

二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の

人
で
職
場
の
年
愈
爰
に
加
入
し

て
い
な
い
人
は
強
制
加
入
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
夫
が
サ
ラ
ジ
ー
マ

ン
で
、
そ
の
奥
さ
ん
が
希
望
さ
れ

る
場
合
は
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

・
未
納
期
間
の
あ
る
人

保
険
料
は
二
年
以
内
に
納
め
な

い
と
、
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
あ
る

人
は
相
談
の
う
え
納
め
て
く
だ
さ

い
。

・
「
籾
例
納
付
」
を
す
る
人

こ
の
制
度
は
ま
だ
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
時
効

に
な
っ
た
未
納
期
間
が
あ
る
た
め

現
在
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
人
を

救
済
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
特
例

m
け
ら
れ
る
人
は
強
制
加
入
対

象
者
で
、
明
治
四
十
四
年
四
月
二

日
以
降
に
生
れ
た
人
で
す
。
年
金

町
内
会
・
自
治
会
の

街
灯
料
金
を
補
助

市
で
は
、
こ
と
し
も
昨
年
に
引
き

続
い
て
、
町
内
会
や
自
治
会
が
管
理

す
る
街
灯
の
電
気
料
金
m
助
し
ま

す
。禰

助
す
る
額
は
、
自
治
会
の
区
颯

内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
街
灯
基
数
に

蛍
光
灯
2
0
W
の
定
額
料
金
（
１
ヵ
月

分
）
を
掛
け
た
も
の
の
３
分
の
Ｉ
、

ま
た
は
1
0
月
分
の
街
灯
電
気
料
金
の

３
分
の
Ｉ
の
ど
ら
ら
か
低
い
方
の
額

で
す
。

ま
も
な
く
、
各
町
内
会
長
、
自
治

会
長
さ
ん
あ
て
に
申
聊
書
忿
晋
ま

す
の
で
、
1
1
月
3
0
日
ま
で
に
、
市
役

所
都
市
整
備
失
対
事
業
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

（
都
市
整
備
失
対
事
業
課
）

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
｛
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
・
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
『
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
｛
一
一
一
一
一
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ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

服
用
さ
せ
ま
し
ょ
う

小
児
マ
ヒ
か
ら
お
子
さ
ん
を
守
る

た
め
、
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
を
服
用

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
二
回
服
用
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
服
用
の
対

象
は
昭
和
五
十
三
年
七
月
三
十
一
日

ま
で
に
生
れ
た
四
歳
未
謁
児
で
、
今

ま
で
に
Ｉ
回
ぬ
服
用
し
て
い
な
い
子

ど
も
ま
た
は
、
一
回
だ
け
服
用
し
て

い
る
子
ど
も
で
す
。

▽
お
ね
が
い

・
発
熱
や
下
痢
を
し
て
い
た
り
、
は

し
か
や
Ｂ
Ｃ
Ｇ
な
ど
の
予
防
接
種

を
し
て
１
ヵ
月
以
内
で
あ
っ
た
り

ま
た
は
、
三
種
混
合
の
予
防
接
種

を
し
て
一
週
間
以
内
の
場
合
に
は

服
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
体
温
は
会
場
へ
来
る
前
に
、
必
ず

測
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

ワクチンの服用日程

・
服
用
の
三
十
分
前
か
ら
は
何
も
食

べ
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
母
子
手
帳
、
鉛
筆
、
ハ
ン
カ
i
K
＊

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
時
間
・
・
・
い
ず
れ
の
会
場
も
午
後
２

時
か
ら
３
時
半
ま
で
で
す
。
た
だ

し
、
東
目
川
公
民
館
は
午
後
３
時

ま
で
。
笠
取
第
二
小
は
午
後
１
時

を
う
け
る
に
は
、
保
険
料
の
納
付

期
間
が
二
十
五
年
必
要
で
す
か
、

特
例
期
間
中
に
１
ヵ
月
に
つ
き
四

千
円
の
保
険
料
忿
小
足
期
間
分
銅

入
さ
れ
る
と
、
六
十
五
歳
以
上
の

人
は
今
す
ぐ
年
金
を
支
給
さ
れ
ま

す
。

な
お
、
十
月
二
十
六
日
の
み
厚
生

年
金
に
つ
い
て
も
、
南
社
会
保
険
事

務
所
の
職
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
ど
し
ど
し
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
保
険
年
金
課
）

政
治
活
動
用
看
板

証
票
の
切
替
え

る
肛
票
が
必
要
で
す
。

こ
の
証
票
の
期
限
が
1
0
月
3
1
日
で

切
れ
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
あ
る
い

は
、
新
た
に
掲
示
さ
れ
る
場
合
は
選

挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し
、
証
票
の

窮
愕
ぶ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

市
税
の
出
張
受
付

今
月
は
市
・
府
民
税
第
三
期
分
の

納
期
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
未
納
の
甕
岩
納
め

て
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
o
月
2
8
日
（
土
）

午
前
1
0
時
～
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ

木
幡
公
民
館
・
大
和
田
公
会
堂

神
明
公
民
館
・
開
公
民
館

広
野
公
民
館
・
且
椋
公
会
堂

（
納
税
課
）

名
作
映
画
鑑
賞
会

土
陳
日
の
ひ
と
と
き
に
名
作
映
画

を
ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

公
民
館
で
は
、
京
都
府
の
文
化
移

助
一
一
蜀
劇
場
の
と
り
く
み
の
一
つ
と

し
て
名
作
映
画
鑑
賞
会
を
1
1
月
1
1
日

（
土
）
に
公
民
館
（
市
民
会
館
）
三

階
ホ
ー
ル
で
開
き
ま
す
。

半
か
ら
２
時
ま
で
、
ま
た
、
笠
取

小
は
午
後
２
時
半
か
ら
３
時
半
ま

で
で
す
。

（
保
健
衛
生
課
）

看
護
学
習
会

▽
上
映
作
品

・
第
一
郎
午
後
２
時
か
ら

「
綴
方
教
室
」
（
白
黒
）

昭
和
1
3
年
東
宝
作
品

、
上
映
時
間
１
時
間
2
5
分

原
作
・
・
・
豊
田
正
子
、
監
督
・
・
山
本

嘉
次
郎
、
出
演
・
・
・
高
峰
秀
子
ほ
か

・
第
二
部
午
後
７
時
か
ら

「
越
前
竹
人
形
」
（
カ
ラ
ー
）

昭
和
鎚
年
大
映
作
品

上
映
時
間
１
時
間
ね
分

原
作
・
・
永
上
勉
、
監
督
・
・
・
吉
村
公

三
郎
、
出
演
・
・
・
若
尾
文
子
ほ
か

入
場
は
無
料
で
す
。
ご
希
望
者
は

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
職
業
・
部
名
（
第
一
部
・
第
二
部

の
別
）
を
ご
記
入
の
う
え
、
1
1
月
６

日
ま
で
に
宇
治
市
公
民
館
（
宇
治
市

宇
治
里
尻
7
1
‐
９
、
電
話
０
二
八
〇

四
番
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

宇治の製品一同に
は
じ
め
て
の
宇
治
の
郷
土
産
業
展

が
十
四
・
十
五
日
の
二
日
間
、
市
民

会
館
と
商
工
会
議
所
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
、
二
万
人
近
ぐ
の
市
民
が
足
を

運
ぴ
ま
し
た
。

こ
の
曝
震
は
市
内
で
生
産
さ
れ

て
い
る
製
品
を
広
く
市
民
に
紹
介
し

「
宇
治
で
は
ど
ん
な
も
の
が
作
ら
れ

て
い
る
か
」
「
宇
治
の
産
業
が
ど
れ

郷
土
産
業
展

ほ
ど
成
長
し
て
い
る
か
」
な
ど
を
知

っ
て
‘
い
ｙ
り
い
、
地
元
製
品
の
愛
頴
と

地
元
産
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
こ
う
と
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

会
場
で
は
、
市
農
協
の
野
菜
の
即

売
や
茶
そ
ぱ
の
出
店
を
は
じ
め
、
名

物
ｍ
ｉ
ん
ご
か
ら
自
動
車
ま
で
、
市

内
五
十
五
企
業
の
多
彩
な
製
品
が
ぎ

っ
し
り
と
並
ぴ
市
民
の
関
心
を
集
め

て
い
ま
し
た
。

大
き
さ
・
＝
８
号
ｙ

5 0
号

点
数
・
：
１
人
２
点
ま
で

出
品
料
・
・
ｉ
人
千
円

出
品
-
＆
格
・
・
・
市
民
ま
た
は
市
内
に

通
動
・
通
学
し
て
い
る
人

募
集
期
間
・
・
・

1 0
月

3 0
日
～

1 1
月

2 0

申
し
込
み
は
、
出
品
料
を
そ
え
て

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
。

一
―
Φ
Ｉ
Ｉ
Φ
一
一
ｌ
ａ
ｌ
ｌ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ａ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

い
も
ほ
り
大
会

ス
ポ
ー
ツ
教
室

▽
バ
レ
ー
ポ
ー
ル

・
1
1
月
６
日
か
ら
1
2
月
４
日
ま
で
の

毎
週
月
曜
日
。
木
幡
中
学
校
で
、

午
後
７
時
半
か
ら
９
時
半
ま
で
。

対
象
は
一
般
女
性
3
0
人
。
登
録
料

三
百
円
。

▽
乙
一
ヌ

・
1
1
月
６
日
か
ら
2
3
日
ま
で
の
毎
日

躍
と
祝
日
。
黄
聚
公
園
で
、
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
対
ま
は
Ｉ

股
社
会
人
5
0
人
。
登
録
料
五
百
円

申
し
込
み
は
、
晋
一
録
料
を
添
え
て

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ
。
定

員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

（
社
会
教
育
課
）

1
0
月
2
4
日
か
ら

郵
便
貯
金
週
間

るきで約節が費房暖は冬の年今
一
゜

ぷ

芦

一
し
と

一
ま
ん

か
き
な

約
で
が

節
が
費

の
約
房

゜
節
暖
事

読
に

ず
房
の
Ｉ
内

い
暖
リ
り
卜

く
よ

崔
雪

昌
ぶ
一

と
と
’
ヒ
カ

る
る
卜
Ｕ
一

す
す
″
Ｉ
ノ

用
用
ぺ
す
、
。

使
使
一
ま
テ

け
を
力
き
一

だ
卜
・
で

ン
ツ
ン
が
カ

テ
ペ
テ
約

一
一
一
節

カ
カ
カ
の

＠
ｃ．

ｎ
ｂａｆｒ０．

ｎ
ｅｔｎ

－
－

店
次豊

商
器ヅ

多
れｒ

黒
７

ｊ
ｌ

一
ト

0
8
1
0

作
Ｃ

コ

185
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一″
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ＬＥＴ″００１保久大

市
民
映
画
の
集
い

宇
治
映
画
同
好
会
と
公
民
館
で
く
だ
さ
い
。

は
、
。
映
画
の
集
い
≫
＊
２
月
2
8
日

（
土
）
の
午
後
７
時
か
ら
公
民
館
（

市
民
会
館
）
三
階
ホ
ー
ル
で
開
き
ま

す
。
上
映
す
る
作
品
は
「
武
器
な
き

闘
い
」
で
す
。

こ
の
映
画
は
、
西
口
克
己
原
作
、

山
本
薩
夫
監
督
、
主
演
、
下
元
勉
、

渡
辺
美
佐
吊
ら
に
よ
る
も
の
で
、
治

安
維
持
法
反
対
を
叫
ん
で
兇
刃
に
倒

れ
た
山
本
宣
治
の
波
乱
の
生
涯
を
描

い
た
名
作
で
す
。

宇
治
の
先
輩
、
「
山
宣
」
を
知
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
企
画
し
ま
し
た
。

入
場
料
は
無
料
で
す
。
多
数
ご
来
場

（
公
民
館
）

市
民
絵
画
展

作
品
を
募
集
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